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トッ プ > 大 高 妨 > 大 高 妨 Vol.182 (2013/06/19 ) 


し が 家 BACKSTAGE 


サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 


最新 メッ セー ジ s。 バ ッ ク ナ ン バ ー リ スト 次 へ 


大 高 妨 
Vol.182 / 2013/06/19 


(上 導 M9 こ は の TH 


用 22 


大 公開 ! 
先週 に 引き 続き 、 今 週 号 の マギ も ティ トス の 話 で す 。 


マル ガ と いう キャ ラク ター を 作る 際 に 

当初 は も っ と 年 上 の 女性 を 想定 し て いた 

(ティ トス と 恋 愛 エ ピ ソ ー ド を 組む は ず だ っ た ) の で す が 、 

ネー ム を 描い て いて どう も し っ くり 来 ず 、 

上 自分 で も 理由 が わか ら な いま ま 5 オ の 幼い 女の子 に 修正 し て 描き まし た 。 
今 は な ん と な く 理 由 が わか り ま す 。 

これ 以上 二 人 の 間 に 人 生 経 験 の 差 が ある と 、 

相手 を 理解 で きず 、 友 人 同士 に は な れ な か っ た と 思い ます 。 


公 祭 の 国 の り ) ノ \ 


き 別 な 制約 を 作っ て 描い て いる わけ で は な い の で す が 、 

私 は 漫画 を 描き 続け て いる と キャ ラク ター が 

「 誰 か 一 人 で も 理解 し て 味方 に な っ て くれ る 人 が いれ ば 前 に 進め る 」 
の よう な 着地 点 に 落ち 着く こと が あり ます 。 

の ド ス 0 アリ ババ が そう で し た 。 


ザン デー フラ ぇ 


逆 に 、 そ うな る こと が で き な か っ た キャ ラク ター は 最終 的 に は 
今後 の スト ー リ ー の 中 で 破滅 し て いく ん じゃ な いか な 、 と 想像 し て いま す 。 【 公 式 】 少 年 サン デー 編集 部 公式 アカ ウ 
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